
来年度の全国学力・学習状況調査では教科に関する調査問題が大きく変わります。中学校の英語が初め
て実施されるとともに、国語、算数・数学では、新学習指導要領の趣旨を踏まえて、Ａ問題、Ｂ問題とい
う区分を見直し、知識・活用を一体的に問う問題になります。本通信では、この「一体的に問う問題」に
ついて紹介します。

岡山県教育庁義務教育課学力向上担当の先生方へ
平成３０年１０月１９日号外2

調査問題の在り方の見直しについて
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サンプル問題について

※従来Ａ問題で測られてきた基礎的な知識・技能は大問
の中の小問の１つとして出題するなど工夫をする。

サンプル問題
とは？

文部科学省が平成３１年度以降の全国学力・学習状況調査において、知識・活用
を一体的に問う方針を示した際、過去の調査問題を基にサンプルとして作成し公
表した問題です。

義務教育課では、市町村（組合）教育委員会を通じてデータを送付しています。
ぜひ御活用ください。

これまでの経緯と現状

・問題作成の基本理念として、「知識」と「活用」とに整理

Ａ問題 学力の底上げが図られた。

Ｂ問題 授業改善の取組が学校現場に広がった。

知識と活用を分けた調査が果たしてきた一定の役
割について評価する声がある。

つまずきを把握する上で「知

識」と「活用」とを一体的に

問うことが有効な場面もあり、

Ａ・Ｂの問題区分が絶対的な

ものではなくなりつつある状

況も見られる。

一方で

そこで

趣旨を
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掲載URL http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/130/shiryo/1408240.htm
＊サンプル問題は、資料2-1の中にあります。出題の趣旨もあわせて確認できます。


